
平成25（2013）年度 　 事　業　報　告
はじめに
今年度は、法人全体として最も大きな課題に平成26年度からの新会計基準への移行があったが、準備が整わず平成27年度の移行を選択せざるを得なくなった。そこで、移行を前に法人事務局の機能改善・強化を一層図る目的で、法人監事に助言を求めながら施設長・管理者及び事務局専任スタッフの人事と専門家への会計事務委託を検討した。その結果、本年度外部監査を受ける計画を持っていたが平成26年度に向け公認会計士藤井義則事務所との委託契約を先行することとなった。また、第三者評価を受ける計画は広島県社会福祉協議会への受審依頼を行っているが実現に至らなかった。

懸案の老朽化したさわらびの改築移転とケアホームの併設については、水呑町白萩に土地を取得し、ケアホーム特別検討委員会を中心に企画を進めた年度となり、あゆみ苑利用者家族より建設資金の一部として多額の寄付をいただくなど計画づくりに弾みがついた。
しかし、就労支援事業の充実に向け就労支援事業B型と生活介護を併せ持つ多機能型事業を展開したが、就労支援事業会計の理解不足から就労支援事業所さくらの運営(鞆の津ミュージアムの運営及び鞆の津ミュージアム＋Caféの減価償却費を含む就労会計処理)に疑義を生じさせる結果となり、福山市当局の助言を受ける事態となった。本年度決算は現状での了解を得たが、新年度からは就労支援事業会計に赤字が生じない体制にするよう指導を受けた。これを受け鞆の津ミュージアム＋Cafeの人員削減を余儀なくされ、鞆の津ミュージアム事業も公益事業ではなくあゆみ苑成人寮利用者支援の機能として就労支援事業さくらから切り離すこととなり、ミュージアム及びCafe職員もあゆみ苑及びさわらびの勤務を兼務させる処置をとった。
福山市社会福祉協議会の基幹相談支援センター(クローバー)への職員出向は引き続き行い、平成26年度には各事業所に相談支援体制を発足させることとし、障がいのある人の人生に関わる重要な部門の強化を図ることとした。
重点事項
1 　新社会福祉法人会計基準への移行を前に、法人事務局を強化した。

　新会計基準・就労支援事業の会計の導入に向け、専門職員の雇用や事務職員の研修、会計機器の更新、充実を図るとともに、卸町エリヤに事務部門の分室を置き、就労部門さくら(鞆の津ミュージアム＋Cafeを含む)と療育部門、ホームヘルプ部門の経理を統合強化した。
2 　各事業の独立採算制の導入に向けた環境整備を進めている中、療育・ホームヘルプ・相談等部門によっては厳しい運営も余儀なくされが、社会貢献の一端として誠意ある運営を継続する。
3 　法人運営を透明強化するために、外部監査の受審を予定していたが、次年度に向け公認会計士藤井義則事務所との委託契約を進めることができた。また、第三者評価を取り入れる予定ではあるが広島県社協の事情により実現していない。
4 　利用者数の増加により日中活動や入浴支援、排せつ支援への対応が苦慮されるさわらびの改築移転及びターミナルに向けたケアホーム建設のため白萩の隣接地を取得できたことから、新たな企画を進め、特別委員会を中心に研鑽と計画を進めている。現在moo建築工房に下案作りを依頼している。
5 　高齢になった人たちの新たな生活を支えるため、ホーム利用者が気楽に集い、余暇の善用に向けたコミュニティサロン・フレンズハウスを開設した。　　　　＊サポートセンター友の家　参照
6 　就労継続Ｂ型事業所さくらに生活介護を併せ多機能型事業所とし、これまでの下請け作業に加え農作業を試みるなど、緩やかな働きを取り入れた日常の「働き」を一考した。　　　＊さくら　参照
7 　就労継続B型事業所さくらの工賃倍増計画への新たな取り組みとして、鞆の津ミュージアム＋Cafeの「鞆の津生キャラメル」(一時製造休止の期間があったが)の販売及び新メニューの開発を行い、近隣住民や観光客の憩いの場として提供したが、残念ながら来客数と客単価の低迷が続き苦戦を強いられているが、来店者のアンケートによる障がいのあるスタッフや対応には評価はよく、観光客の多い時期やミュージアムでの催事に連動して集客増が図られるものと考えられる。
8 　鞆の津ミュージアムの事業をアウトサイダー・アートのミュージアムとして活発に事業展開するとともに、開館期間の拡大に向け、貸館業務も併用し、他分野の作品発表の場としても活用した。しかし、現在就労継続B型事業所さくらとして機能させ公益事業への移行も模索していたが、福山市からの助言もあり、あゆみ苑成人寮機能の一部とし、利用者の発表の場として活用することとなる。ただし、大きな展覧会などの独自の企画も必要であることから、実行委員会などの別事業体を構築し助成金を獲得するなど独立採算で実施する必要も生まれた。
9 　児童の中に自傷・他害の激しい子どもがいるため、壁面を立ち上げ小規模グループケアへの道を模索したところ3ユニットの小規模グループ加算が認可され、安定した生活が送れる環境が整った。
＊　福山六方学園　参照

10 　療育及び相談に関する機能並びに在宅生活の充実を進めるために育ちにくい・育てづらい親子のための児童デイサービス事業ONE-すてっぷなどを充実し、療育等支援やショートステイの円滑な利用、地域生活援助・居宅介護事業の拡大などに取り組んだ。　

＊　ONE-すてっぷ　参照

11 年間を通じて食中毒や感染性胃腸炎、インフルエンザなどの感染予防・消毒・消臭の対策を徹底してきたが、残念ながらインフルエンザの感染が発生し、重篤な症状には至らなかったが多くの患者をだしたことは残念である。いま一層のこまめな予防策が求められる。
また、高齢になり障がいが重くなった人たちの健康管理が大きな課題となり、特に末期がんなどで重篤な状況にある人たちの看護は関係スタッフに大きなストレスを加えることとなり、人員配置とローテイションや就労時間の課題解決、リフレッシュなど福利厚生が急務と言える。

＊　あゆみ苑成人寮　参照
12 　あゆみ苑では栄養ケアマネジメントを疾病・食事摂取量・体重の変動などを考慮しながら実施しているが、児童園のマネジメントもあゆみ苑に準じて個別に取り組みを開始している。
＊　給食　参照
13 　将来的には、あゆみ苑等法人内施設・事業所の給食も自前で出来るようセントラルキッチンなど新しい方法を模索・検討しているが現段階では課題が多い。
14 　社会福祉法人の使命である社会貢献に積極的に取り組んだ。
○　とっておきの芸術祭inふくやま事務局
○　水呑ボランティアの会との合同での子どもの遊びの場づくり　
○　福山手をつなぐ育成会への理事派遣　
○ 「鞆の津ミュージアム」運営
○ 「鞆の津ミュージアム＋Café」の運営　
などを進めたが、配食サービスなど新たな事業にはいたらなかった。

15 　成年後見制度の導入には家族間の課題も多く、第三者による後見も進まない状態にある。やはり、法人後見などの利用も考える必要がある。

16 　職員の支援技術や就労技術を高めるために法人内研修を企画するとともに年間を通して多くの研修会に派遣するなど、就労意欲と資質の向上を図り、合わせて労災事故防止に努めきた。
17 　基幹相談支援センター(クローバー)に常駐スタッフを出向させるとともに、法人内各事業所に相談機能を備え、増加する各種相談に応じる体制を整備した。（「相談支援事業特別委員会」）
鞆の津ミュージアム
1.総括
鞆の津ミュージアムは、2012年の開館以来、様々に異なる価値観をもつ人間同士がお互いに肯定されるような社会の実現をめざし、これまで知的障がい者・地域在住の高齢者・日雇い労働者・ホームレス・確定死刑囚・漫画家・現代美術家などの多様な創作表現を展示・紹介してきました。
社会的少数者であるマイノリティの方々の表現を扱うことで、こうした方々の活躍する場所を提供するとともに、彼ら自身の生きがいを創出することにつながりました。また、世の中から軽視されがちなマイノリティの現状を伝えるメディアとなり、社会的に困難な現状にひそむ様々な問題意識およびそれに関する議論を喚起する場としても大いに機能し、大きな話題を集めました。
通年を通して地域住民をはじめ、観光客、福祉・美術関係者など様々な客層の来館があり、小学生や鞆こども園の園児の遊び場にもなるとともに、宇治島クリーンアートプロジェクトの方々に利用して頂くなど、地域における新たな文化教育としての一助を担うことができました。
当館の活動によって、多くの方がアール・ブリュット作品の高い芸術性に興味を持ち、障がいやそれを取り巻く表現についても関心を持って頂く契機となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
2.実施内容
1 極限芸術　～死刑囚の表現～
【期間】2013年4月20日（土）～7月21日（日）
【来場者数】5,122名（有料：4,611名）
【内容】
本展では、国内の死刑確定者による絵画作品を紹介しました。会期1か月で2,000名近い来館となったため、1か月の会期延長を実施しました。GWや週末、イベント日に県外や遠方からの来館が集中しており、会期中に数回来られる方もいらっしゃいました。社会と隔絶された環境で、生み出された表現を美術という文脈で見たときに私たちに「人は、なぜ表現するのか」という大いなる疑問を提示する企画展となりました。
【協力】死刑廃止の為の大道寺幸子基金
2 ようこそ鞆へ！遊ぼうよパラダイス
【期間】2013年8月17日（土） ～ 10月20日（日）
【来場者数】1,264名（有料：931名）
【内容】
本展では、それが「美術」作品とみなされうるか否かには関係なく、私たちが日常的に採用している価値体系に問いをなげかけるような表現を一堂に集めました。障がいのある作家、地元の高齢者、現代作家、特殊漫画家、鞆の浦に伝わる祭具など、多種多様な人やモノを紹介することで、価値あるものとは何かという疑問を提示し、表現や人の多様性の再認識に繋がりました。また、地域の方の出展や協力などの主体的な参加によって、鞆の浦の魅力の紹介に繋がり、地域活性化を促しました。
【助成】公益財団法人　アサヒグループ芸術文化財団　財団法人義倉
【特別協賛】アサヒビール株式会社
【協力】認定こども園 鞆こども園、福山市鞆の浦歴史民俗資料館
3 ＦＵＫＵＲＯＫＵ　ＡＲＴ　第11回はじめまし展　これっきゃない！の達人たち
【期間】2013年12月7日（土）～ 12月23日（日）
【来場者数】393名（入館無料）
【内容】
福山六方学園では、これまで障がいのある人たちの日々の創作活動を紹介する展覧会『はじめまし展』を開催してきました。第11回展のテーマは、障がいのある人たちの存在そのものです。本展では、スタッフの視点で彼らの行為を紹介することで、１人ひとりのささやかだけれど力強い存在意義を際立たせ、世の中には多様な価値観を持つ人たちがいることを伝える役割を担いました。また、広島市在住の写真家・石河真理さんが撮影された出展者の写真を紹介することで、彼らの日常がより伝わる内容になりました。
会期中は、出展者が平日に１日1時間ほど受付を担当し、鑑賞者との交流を深めることができました。
【助成】エネルギア文化・スポーツ財団
4 山下陽光のアトム書房調査とミョウガの空き箱がiPhoneケースになる展覧会
【期間】2014年1月18日（土）～ 3月23日（日）
【来場者数】877名（有料：706名）
【内容】
本展は、既存の美術形式やフィールドにとらわれずアクティビストとして多様な活動を展開している山下陽光氏(1977年生まれ/長崎県在住)による「アトム書房」をはじめとした調査研究資料を全国で初めて一堂に展示しました。アトム書房調査やこれまでの発見を自筆の文章で紹介し、山下氏の持つ自由な視点や発想、俊敏な行動力が伝わる展示内容となりました。滞在時間は過去展の中でも長く、1時間以上滞在される方が目立ちました。また、会期中使えるパスポート制チケットを導入したことで、トークイベント等と合わせて来館されるリピーターが増加しました。
※貸館実施※
無人島のゴミがARTを喰らう⁉　展
日時/2013年11月9日(土)～11月17日(日)　10時から17時
観覧料/無料
主催/宇治島クラブ
3.来場者数推移
単位：人
	　
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	有料
	548 
	1,682 
	1,603 
	778 
	223 
	396 
	312 
	0 
	0 
	187 
	185 
	334 
	6,248 

	無料
	74 
	166 
	173 
	98 
	111 
	99 
	123 
	0 
	393 
	32 
	60 
	79 
	1,408 

	合計
	622 
	1,848 
	1,776 
	876 
	334 
	495 
	435 
	0 
	393 
	219 
	245 
	413 
	7,656 
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4.入館料・物販収入推移
	　
	年間合計

	入場者収入
	¥3,050,900

	物販収入
	¥1,977,100

	合計
	¥5,028,000


※委託販売分売上は含まず
■上半期
	　
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	上半期計

	入場者収入
	¥269,400
	¥821,200
	¥768,600
	¥373,800
	¥111,100
	¥197,800
	¥2,541,900

	物販収入
	¥196,317
	¥265,239
	¥396,406
	¥131,189 
	¥161,605
	¥173,720
	¥1,324,476

	合計
	¥465,717
	¥1,086,439
	¥1,165,006
	¥504,989
	¥272,705
	¥371,520
	¥3,866,376


■下半期
	
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	下半期計

	入場者収入
	¥156,000
	¥0
	¥0
	¥93,500
	¥92,500
	¥167,000
	¥509,000

	物販収入
	¥84,055
	¥11,650
	¥34,330
	¥279,515
	¥57,345
	¥185,729
	¥652,624

	合計
	¥240,055
	¥11,650
	¥34,330
	¥373,015
	¥149,845
	¥352,729
	¥1,161,624
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